
















各学部の教職課程の理念と設置の趣旨

【理学部】

「理念」

・理学部理学科

0中一種免（数学）・高 一種免（数学）

理学科では， 数学分野に関する専門知識と数理的思考を身につけ， 分野を横断する幅広い視野と

広範な基礎科学知識をもとにした課題解決力と応用力を備え， 実践的な数学教育が行える数学教員

を養成する。 学部共通教育の中心科目である自然系共通専門基礎科目， 理学部共通ベー シック科目

および理学部共通コア科目により， 徹底的に考え抜いて理解を深める学習習慣を養い， 理学の諸分

野を横断する幅広い視野さらには，科学的態度やコミュニケ ー ションカ等の汎用力の基盤を培う。

数学プログラムでは， この基礎のうえに， 主専攻専門科目において数学と応用数学で体系化した専

門教育を行い， 数学的現象を正確に捉えて論理的に記述しモデル化する力と本質を見抜き解決する

能力を身につける。 これにより， 数学教育において必要とされる専門能力と科学的思考力を養うと

ともに， 教育実践の場で活用できる課題への柔軟な対応力と応用力を養う。

0中一種免（理科）・高 一種免（理科）

理学科では理学の各専門分野に関する体系的な知識と技能とともに， 分野を横断する幅広い視野

と広範な基礎科学知識をもとにした課題解決力と応用力を備え， 実践的な理科教育が行える， 理科

の教員を養成する。 学部共通教育の中心科目である自然系共通専門基礎科目， 理学部共通ベー シッ

ク科目および理学部共通コア科目により， 物理学， 化学， 生物学， 地球·環境科学， 数学など理学の

諸分野を横断する視野と広範な理学分野の基礎的専門知識·技能， さらには， 科学的態度やコミュ

ニケ ー ション能力等の汎用力の基盤を培う。物理学， 化学， 生物学， 地質科学， 自然環境科学， フィ

ー ルド科学人材育成の各主専攻プログラムでは， この基礎のうえに， 自然科学の各専門分野の体系

的知識， ならびに実験・実習を通して実践技能を習得させ， 4年次での研究課題への実践的取り組

みを通して， 科学知識の展開力と統合力を獲得させる。 これにより， 理科教育において必要とされ

る専門能力と科学的思考力を養うとともに， 教育実践の場で活用できる課題への柔軟な対応力と応

用力を養う。





各学部の教職課程の理念と設置の趣旨 

【工学部】 

 

「理念」 

・工学部工学科 

○高一種免（工業） 

新潟大学工学部の各学科は産業界のみならず、新潟県内をはじめとする工業高校・総合高校の教員

にも多くの人材を輩出してきた実績を有する。また、学部推薦入試においては工業高校や総合高校の

生徒対象の募集定員枠や試験実施体制を設けるなど、相互に交流がある。工業高校・総合高校からの

入学生には優先的にリメディアル科目を受講できるような配慮もしている。平成29年４月の改組後か

らは工学部工学科として、技術者・研究者に加え、工業高校において我が国の科学技術を支える高校

生の人材養成を担うとともに、工業高校－工学部間の高大接続の役割も担える教員の養成を目指して

いる。 

 

○高一種免（情報） 

知能情報システムプログラムでは、学部共通教育により１年次には共通専門科目「工学リテラシー

入門」、「電子情報通信概論」及び「知能情報システム概論」などを履修し、情報学に関連する教育

プログラムの内容を学ぶとともに工学全体を俯瞰的に観る力を養い、２年次以降の主専攻専門科目に

おいて、コンピュータのソフトウェアとハードウェアに関する基礎知識から、人工知能、IoT（Internet 

of Things）、ビッグデータ、ロボットのような情報化社会の基盤を支える最先端の情報処理技術、高

度ネットワーク技術まで、情報学分野に対する幅広い知識・技術を身につける。さらに、技術者や科

学者としての思考力やコミュニケーション力等の汎用力の基盤を培う。これにより、高等学校におけ

る情報学教育において必要とされる専門能力と科学的思考力を養うとともに、教育実践の場で活用で

きる課題への柔軟な対応力と応用力を養う。これにより、我が国のデータサイエンス・AI教育をはじ

めとする情報化社会を支える生徒を育成する高校の情報科教員の養成を目指す。 

 

「設置の趣旨」 

・工学部工学科 

○高一種免（工業） 

工業の教科に関する科目については、１年次には工学の分野を俯瞰的に学ぶ「総合工学概論」、＜

つくる＆はかる＞の体験的要素を含む演習科目「総合技術科学演習」、技術者倫理・研究者倫理を学

ぶ「技術者の心がまえ」、「知的財産概論」及び「情報セキュリティ概論」を工学科共通の必修専門

科目として開講する。２・３年次においては、いずれかの工学系主専攻プログラム（機械システム工

学プログラム、社会基盤工学プログラム、電子情報通信プログラム、知能情報システムプログラム、

化学システム工学プログラム、材料科学プログラムおよび建築学プログラム）の専門科目の履修によ

って、工業・工学の諸分野の基礎知識と先端技術、並びに課題解決能力を修得させる。４年次には、

生徒が主体的に進路を選択・決定できるように指導する「職業指導（工）」を開講する。教職に関す

る科目の「教職実践演習」の一部においては、４年次指導教員の指導の下、新潟大学工学部における

オープンキャンパスや小中学生向け体験学習行事「見てさわって工学技術」の補助業務を体験させ、

報告書を書かせており、これを継続する。これらの授業科目により、工業高校・総合高校において工

業の基礎科目と日進月歩の科学技術を教育し、生徒に職業選択指導や大学進学への進路指導が行える

工業科教員を育成する。 



○高一種免（情報） 

知能情報システムプログラムでは、高度に知的な最先端の情報システムの原理・仕組み・構築法に

通じ、広い教養と深い見識を持ち、その知識と技術を活用することで、地球・人間・社会の中で生じ

る様々な課題について自ら発見と解決を図り、グローバルに様々な領域で周囲とのコミュニケーショ

ンを図りながら活躍できる人材の育成を目指している。技術的発展の著しい情報化社会において、情

報学の意義や有用性を伝えることのできる情報科教員を育成することが重要である。知能情報システ

ムプログラムでは、学部共通教育と主専攻専門教育を融合したカリキュラムにより、工学や情報学全

般の学問的基礎、コミュニケーション能力等の汎用力、情報学の最先端技術と実践性、知識を統合し

課題解決につなげる能力を柔軟な思考力を養う。これにより、日進月歩の情報技術に対する生徒の興

味・関心を高め、今後の情報化社会の発展を担う生徒の必要と実態に即した実践的な情報教育を進め

ていくことができる高校の情報科教員を育成する。 

 


















